
第２８回 新潟県マスターズ水泳競技大会要項

 主　　催 (一財)新潟県水泳連盟・新潟県マスターズ水泳協会

 主　　管 新潟県マスターズ水泳協会

後援･協力 新潟日報社、(公財)長岡市スポーツ協会・長岡市水泳協会

公　　認 (一社)日本マスターズ水泳協会 公認番号 １７－０６２

期　　日 ２０１７年(平成２９年)１０月２２日(日)

開 場 7時30分　開会式 8時45分　競技開始 9時15分

会　　場 ダイエープロビスフェニックスプール（25ｍ×10レーン）

新潟県長岡市長倉町1338番地 TEL0258-39-3211

 1.競技方法

（1）２０１７年度(一社)日本マスターズ水泳協会競泳競技規則に則り実施する。

（2）混合フリーリレー・混合メドレーリレーを除きすべて男女別年齢区分別タイムレース

決勝とする。ただし、競技者が１人だけで泳ぐことを防ぎ、かつ競技レーンを満たす

ために年齢区分を組み合わせることがある。

 2.参加資格

（1）大会申込日までに(一社)日本マスターズ水泳協会の2017年度チーム及び個人登録を

完了していること。

（2）暦年齢（2017年12月31日現在の年齢）18歳以上の高校生を除く健康な方で、定期的

な練習を実践し、自らの責任において本要項の内容を了解していること。

（3）参加者が10名以上のチームは、競技役員を選出していること。(詳細は、11-(3)参照)

 3.競技種目

（男女共用）

 4.年齢区分

（1）個人種目

年齢は、暦年齢（2017年12月31日現在の年齢）とする。

区分 18 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100

18 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

24 29 34 39 44 49 54 59 64 69 74 79 84 89 94 99 104

（2）リレー種目

年齢は、泳者４名の暦年齢（2017年12月31日現在の年齢）の合計とする。

区分 119 120 160 200 240 280 320 360

119 120 160 200 240 280 320 360 ※｢25ｍ種目｣･｢個人種目の18歳区分｣･

以 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 　｢4×25ｍのリレー種目｣は世界記録の対象

下 159 199 239 279 319 359 399 　にはなりません。

混合フリーリレー ○

混合メドレーリレー ○

フリーリレー ○ ○

メドレーリレー ○ ○

バタフライ ○ ○ ○

個人メドレー ○

背泳ぎ ○ ○ ○

平泳ぎ ○ ○ ○

400m

自由形 ○ ○ ○ ○ ○

25m
　　　　　　　距　離
　種　目

年
齢

年
齢

50m 100m 200m
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（3）混合リレー

各チームより男子２名、女子２名ずつの出場とし、年齢区分は、前記（2）と同様とする。

 5.競技順序

 1）4×50mメドレーリレー  2）400m自由形  3）4×25m混合メドレーリレー　　    

 4）100mバタフライ  5）100m背泳ぎ  6）100m平泳ぎ

 7）100m自由形 　  　 　  8）4×25mフリーリレー 9）25mバタフライ

10）25m背泳ぎ　　　　 11）25m平泳ぎ 12）25m自由形

13）4×50mフリーリレー 14）200m自由形 15）100m個人メドレー

16）4×25mメドレーリレー 17）50mバタフライ 18）50m背泳ぎ

19）50m平泳ぎ 20）50m自由形 21）4×25m混合フリーリレー

 6.出場制限

（1）個人種目は、１人２種目までとする。

（2）リレー種目出場者は、必ず１種目以上の個人種目にエントリーしなければならない。

（3）リレー種目と個人種目は、同一チームからの出場に限る。

（4）リレー種目出場者は、同一リレー種目に複数の年齢区分からの出場はできない。

（5）同一リレー種目内で、同一チームからのエントリーは各年齢区分につき1組だけとする。

 7.健康管理

（1）参加者の自己責任の下に健康管理をし、大会運営に支障をきたさないこと。

（2）チーム責任者は、参加者について次の事項を確かめること。

・医師の健康診断または、本人の自己申告に基づき健康上異常がないこと。

・競技会当日より1ヶ月の間、週1回以上の水泳練習を行っていること。

・会場における事故等については、すべて参加者側において処置すること。

（3）大会期間中、大会医務委員により出場停止が勧告された場合は、その指示に従うこと。

 8.申告が必要な方

（1）障がい等により招集後も競技出場のために介助者の同行もしくは補助具（車いす・杖等）

　  の使用が必要な方は、書式は問わないので、申込み時にその旨明記すること。

（2）世界記録に挑戦する方は、レース１時間前までに記録室に世界記録申請用紙にて申告す

　　ること。

（3）認定された障がいをお持ちの部位による泳法違反を回避したい方は、競技開始前に審判

　  長に申し出ること。内容を確認して、許可の判断を行う。

（4）リレー種目で第２泳者以降が水中スタートを行うチームは、レース前に審判長に申し出

　　ること。

 9.エントリー（申込み）方法

（1）申し込みにおける注意事項

①申し込みにあたり本要項を熟読し了承すること。

②以下の各項目に当たる申し込みは受け付けできないので注意すること。

・申し込み時点で競技会開催年度の登録が未完了の者が含まれているもの。

・申し込み内容に不備があるもの

③リレー種目のオーダー変更はレース当日に限り指定時間までに１回のみ受け付けるが、

 種目、年齢区分の変更はできない。オーダー変更する場合は、リレー変更申込書に

 記入し、下記の時間までに招集所に提出する。(リレー変更申込書は、招集所に置く）

リ　レ　ー　種　目 指　定　時　間

 1）4×50mメドレーリレー

 3）4×25m混合メドレーリレー　　     午前　８時１５分
 8）4×25mフリーリレー

13）4×50mフリーリレー

16）4×25mメドレーリレー  午後１２時１５分
21）4×25m混合フリーリレー

④申し込み受け付け後の種目変更、キャンセルおよびエントリー料の返金はできない。
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⑤エントリータイムの記入は正確を期すこと（100分の1秒単位）。

⑥｢８．エントリー(1)‐②｣によりお断りする場合、エントリー料は返金するが、郵送代、

エントリー料振り込みの際に必要となった費用（振込手数料等）は返金しない。

（2）本要項に添付の大会申込書(様式１) 個人種目申込書(様式２) リレー申込書(様式３)

に必要事項を記入して、参加料などの入金証明書のコピーをエントリーチェック・

入金証明書(様式1-裏) の所定欄に貼付し、返信用封筒を同封のうえ申し込むこと。

リレーは、リレー申込書(様式3)をエントリーオーダー申告とする。

なお、個人種目申込書・リレー申込書に登録者シールの使用を原則とする。

注）返信用封筒は、長形３号に返信用９２円切手を貼り、返信受取人の住所氏名を明記

すること。

（3）参加料：個人種目１種目につき1,200円、リレー種目１種目につき2,000円

　　 プログラム：一部1,000円　予約申し込みすること。

     記録一覧表：一部1,000円　（送料込み、後日チーム宛送付）予約申し込みすること。

振込先 第四銀行　長岡営業部

口座番号 普通　１８２３０３５

口 座 名 番場　真寿美（バンバ　マスミ）

振込みの際、必ずチーム名で振り込み、チーム番号６桁も記載(入力)すること。

領収書については振込み用紙をもって代える。なお、手数料はチーム負担とする。

（4）申込締切 2017年(平成29年)９月５日（火）必着

（5）申込先・問合せ先 〒940-1101　新潟県長岡市沢田1-3535-51 折田　俊一

FAX:0258-36-6472 E-mail:niigatamasters@Nct9.ne.jp 携帯:090-2643-9203

問い合わせについては、できる限りFAX・E-mailで願いたい。

10.表　　彰

（1）出場者全員に、日本マスターズ水泳協会公認記録証を授与し、参加賞を贈る。

（2）種目別・年齢区分別・男女別の各１位から3位入賞者までに賞状を授与する。

（3）ＦＩＮＡ承認水着を着用し、2017年マスターズ水泳日本記録を突破した者には、日本2017年マスターズ水泳日本記録を突破した者には、日本新記録樹立証を授与する。

タイ記録も同様とする。

（4）ＦＩＮＡ承認水着を着用し、国際水泳連盟(ＦＩＮＡ)認定マスターズ水泳世界記録を

突破した者に世界記録突破証を授与し、その記録をＦＩＮＡに申請する。

ＦＩＮＡへの公認申請には計時員３名の手動計時記録が必要であり、３名の計時員を配置す

るために、世界記録の達成が予想される選手およびチームは必ず出場するレースの１時間前

までに記録室に世界記録申請用紙にて申告すること(世界記録申請用紙は記録室に置く)。

（5）新潟県マスターズ水泳競技大会に、第18回大会から第27回大会まで10回連続出場した

選手及び第1回大会から第28回大会までの間に２０回出場となる選手は、栄誉をたたえ表彰

する。対象者は、申請書に必要事項を記入して申込書と同封のうえ提出のこと。

内容を確認の上、大会当日表彰する。(申請書の送付依頼は、申込先まで)

11.その他

（1）会場近辺には、昼食をとる食堂等は、ありません。

（2）会場詳細等については、大会１～２週間前に申込チームの責任者宛に二次要項を送付し

ます。

（3）参加者10名以上のチームは、1名以上の競技役員を派遣してください。

※競技役員は、選手兼務でも構いませんが、役員担当する時間帯に選手として出場す

る場合は、チームのほかの方と交代して、チームとして競技役員の任務を継続すること。

 (4) 大会当日、社会情勢ならびに天変地異等の不可抗力により中止となった場合、参加賞及

びプログラム（申込分）は、チームへお渡ししますが、エントリー料及び記録一覧表

(申込分）の返金は、行いません。

12.個人情報の取り扱いについて

申込書等に記載されました個人情報につきましては、競技会のプログラムやランキング

作成を含む競技会運営に必要なものだけに使用し、その他の目的には使用、提供しませ

ん。スタートリスト・競技結果が、東洋電子システムのホームページに公開されますの

で、予めご承知の上お申込みください。
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